
■おためし地域おこし協力隊を募集する地方公共団体リスト(令和６年２月１日時点)

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
①　移住・定住促進 ２泊３日
②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 夏～冬にかけて年３回程度
④　商品開発・販売 余市町からのメッセージ
⑤　地域コミュニティ活動

○ ⑥　漁業・水産業
○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
○ ①　移住・定住促進 できる限り希望に応じます

②　不動産利活用 実施時期
○ ③　観光・情報発信 できる限り希望に応じます
○ ④　商品開発・販売 清里町からのメッセージ
○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業
○ ⑦　農業・林業
○ ⑧　環境保全・自然保護
○ ⑨　医療・保健
○ ⑩　デジタル 問い合わせ先
○ ⑪　教育・文化
○ ⑫　スポーツ
○ ⑬　フリーミッション

余市町 総合政策部 政策推進課 政策調整係
電　話：0135-21-2117
メール：s.cyousei@town.yoichi.hokkaido.jp

現在、余市町の協力隊はワインや観光、広報など多分野での協力隊員13名が在籍しており、海や
山に囲まれた自然をいかした地域資源を活用して地域活性化のためにともに活動する方を受け入
れております。
本プログラムでは、現役隊員や地域住民の方々との交流など、余市での生活において有意義なプ
ログラムを予定しておりますので、協力隊を希望される方は勿論、移住に興味がある方のご応募
をお待ちしております。

募集プログラムの種類

北海道 清里町
本人の希望を十分に受け取りながら、プログラム等を一緒に考え
ていきたいと思います。
おためし・インターンともご一報いただければと思います。

知床半島の入り口となります清里町です。
令和６年度より、専門のコーディーネーター配置し、地域おこし協力隊のサポートを実施
しています。もちろん、おためしやインターンの方のサポートもいたしますので、興味の
ある方はご連絡ください。

企画政策課まちづくりグループ（担当：吉田、本松）
電　話：0152-25-2135
メール：g-machizukuri@town.kiyosato.hokkaido.jp

おためし地域おこし協力隊募集中　19件

募集プログラムの種類

北海道 余市町

令和５年度より実施している本プログラムでは、時期によって農
作業体験や漁業現場の視察など一次産業に係る体験プログラムを
実施してきました。
今後は、これらの内容をさらにブラッシュアップし、近年成長著
しい「ワイン産業」を軸に、おためし暮らし的要素も盛り込みな
がら、本町の豊富な食資源をいかした体験プログラムのほか、課
題となっている通過型観光の解決に向けた地域振興策を考える
ワークショップ等を実施予定です。



　

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
○ ①　移住・定住促進 基本期間 ２泊３日以上
○ ②　不動産利活用 実施時期
○ ③　観光・情報発信 任意の３日間を選択可

④　商品開発・販売 本別町からのメッセージ
○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業
○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化
○ ⑫　スポーツ
○ ⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
○ ①　移住・定住促進 ２泊３日から２週間未満
○ ②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 通年
④　商品開発・販売 大槌町からのメッセージ
⑤　地域コミュニティ活動

○ ⑥　漁業・水産業
○ ⑦　農業・林業
○ ⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

募集プログラムの種類

北海道 本別町

本別町では、以下の通り募集するプログラム種類ごとの活動を協
力隊として募集していますが、おためしプログラムでは、町のこ
とを知り、プログラムの内容を気軽に体験していただくための機
会として実施しています。
①移住・定住促進のための企画や施設維持・整備などの活動
②空き家の現地調査および活用のための企画、台帳の整備などの
活動
③本別公園周辺の環境整備や特産品等の販売サポート
⑤道の駅「ステラ★ほんべつ」での企画・整備、物販サポート
⑦町内の農家において、農場の管理業務および収穫などの支援業
務（OJT研修あり）
⑪本別高校をはじめとした高校魅力化コーディネーターとしての
活動
⑫町民向けの様々なスポーツの普及活動の企画・実施
⑬その他、町をフィールドに自身が得意な分野での活動

本別町は、福祉でまちづくりで培ってきた地域のつながりと、十勝の雄大な自然や交通の要所で
ある地の利を活かし、「自分らしくチャレンジできる」地域づくりに力を入れています。すでに
様々な分野でチャレンジする事業家が多く活躍しています。
おためし協力隊で来られる皆さまには、本町のチャレンジできる地域の土壌や制度や、実際に活
躍するプレーヤーにもお会いしていただくプログラムをご準備しています。ローカル（地域）
で、自分らしくチャレンジしてみたい方は、ぜひ本別にお越しください。

本別町 未来創造課 未来創造担当
電　話：0156-22-8121
メール：msouzo@town.honbetsu.hokkaido.jp

募集プログラムの種類

岩手県 大槌町

主に、大槌町へ協力隊として着任することを考えている方が対象
となります。希望事業者さんとの活動や、アパート等の内覧、着
任中の協力隊と交流を通して、大槌で暮らし、働くイメージを具
体的にしていきます。事業者さんは、複数選ぶことも可能です。
現在、林業、養殖業、自然環境保全を通した体験型プログラムを
提供する団体、関係人口拡大や移住政策などを行う団体、ジビエ
事業など、多様な団体があります。
募集中の団体はこちらから：
https://otsuchi-iju.com/otsuchikyoryokutai/						

民間の事業者による事務局運営をしているため、受け入れ態勢や活動へのサポートが「日
本一柔軟」だと思っています！ズーム等を利用した面談から、基本全てデータやSNSでの
やり取りにて、応募からマッチング、着任までのプロセスが進められます。おためしで活
動中は、現在着任中の20代から50代までの現役ちおこ（隊員）や町民の方々との交流をと
おして、大槌を体感してもらえるようにサポートしていきます。

大槌町地域おこし協力隊事務局（一般社団法人おらが大槌夢広場）
メール：mioinusa@gmail.com



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
○ ①　移住・定住促進 ご都合が良い時期（２泊３日）

②　不動産利活用 実施時期
③　観光・情報発信 ５月～２月までの３日間

○ ④　商品開発・販売 岩泉町からのメッセージ
○ ⑤　地域コミュニティ活動
○ ⑥　漁業・水産業
○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護
○ ⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
○ ①　移住・定住促進 ２泊３日
○ ②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 随時(予算の範囲内において)
④　商品開発・販売 戸沢村からのメッセージ
⑤　地域コミュニティ活動
⑥　漁業・水産業
⑦　農業・林業
⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル
⑪　教育・文化 問い合わせ先
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

山形県 戸沢村

募集プログラムの種類

募集プログラムの種類

岩泉町では２泊３日の日程で「おためしプログラム」を体験いた
だいております。
町の移住コーディネーターがプログラムの体験希望者と事前にプ
ログラムの内容を調整して体験プログラムを作成します。
例えば農業関係の場合、作業体験はもちろんのこと、先輩協力隊
との意見交換会や、住居の紹介、町の概要を知っていただくた
め、歴史民俗資料館を見学いただく等、様々なメニューを用意し
ております。

岩泉町では町の移住コーディネーターが地域おこし協力隊着任前から様々な形でサポート
をしており、着実に隊員も増加をしています。
学生の皆様のおためしプログラムの受入実績もありますので、体験希望テーマがありまし
たらお気軽にお問合せください。
下記リンク先の町のホームページに募集テーマを掲載しています。
https://www.town.iwaizumi.lg.jp/docs/2018110800012/

岩泉町 政策推進課
電　話：0194-22-2111（内線：420）
メール：seisaku@town.iwaizumi.lg.jp

岩手県 岩泉町

戸沢村 まちづくり課 企画調整係
電　話：0233-72-2152(直通)　メール：kikaku@vill.tozawa.yamagata.jp

戸沢村では空き家の利活用が重要な課題となっており、新たな担い手となる地域おこし協力隊等の人材を積極
的に育成し、移住・定住の促進を図っています。現在「空き家コーディネーター」として活動していただく協
力隊を募集しております。
そこで、戸沢村での活動に興味のある方に地域のことを知ってもらう為、令和６年１月より「おためし地域お
こし協力隊」の受け入れを開始しております。
また、戸沢村への移住を希望又は検討している方を応援することを目的に、移住お試し住宅もご用意しており
ます。住宅利用促進補助金等の支援も充実しております。是非気軽にご相談下さい。

【１日目】
・オリエンテーション
・村散策
農家民宿へ宿泊
【２日目】
・ミッション体験　「空き家バンクの運用及び活用」等
・地域交流会
・自然体験
農家民宿へ宿泊
【３日目】
地域交流(そば打ち体験、郷土料理作り体験　等)



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２泊３日

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和６年６月～７月／10月～11月のいずれかの週末

④　商品開発・販売 南相馬市からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル

⑪　教育・文化 問い合わせ先

⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 通年

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 応募者と日程調整した２泊３日（週末・祝日も対応可能）

④　商品開発・販売 甘楽町からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

○ ⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

福島県

しあわせホームタウンである甘楽町（かんらまち）を緩く知っていただくための２泊３日の企画
です。可能な範囲でご要望にも対応いたしますので、お気軽にお問い合わせください。
・エアコン完備鍵付き個室のシェアハウスでの宿泊費無料
・甘楽町最寄り駅・上州福島駅までの交通費は自己負担
・現地滞在中は電動自転車・ヘルメットの無償貸与あり

以下のモデル日程を基本としますが、応募者の関心事項に合わせ
て日程は柔軟に対応可能です。

■1日目
14時04分　上信電鉄上州福島駅集合
14時30分　甘楽町役場でのブリーフィング（甘楽町概要・質疑）
16時00分　シェアハウスの利用方法説明
19時00分　歓迎夕食会
■2日目
　終日　　甘楽町内案内・地域おこし協力隊員との意見交換など
■3日目
　午前中　役場との意見交換、シェアハウス清掃、解散 甘楽町 地域魅力化特命室（高田・堀口）

メール：chiiki@town.kanra.lg.jp

群馬県

募集プログラムの種類

南相馬市

南相馬市では、「予測不能な未来を楽しもう」をコンセプトに、
生業を通じて課題を解決していく「起業型」の地域おこし協力隊
を募集しています。

おためし地域おこし協力隊プログラムでは、地域の暮らしや魅
力、課題や資源を知っていただき、事業アイデアを掘り起こす機
会として、まち歩きや地域住民との交流、先輩起業家との意見交
換、事業アイデアワークショップ等を実施予定です。

募集プログラムの種類

甘楽町

株式会社小高ワーカーズベース　Next commons Lab 南相馬　運営事務局
メール：contact@ncl-minamisoma.jp

南相馬市の中でも、東日本大震災の避難指示で５年間人が住むことができず一度人口がゼロとなった小高区を
中心に、これまでに起業型の地域おこし協力隊が17名着任し（現役の協力隊は７名）、１人１人の事業から新
たな出会いやご縁、新しい取り組みが広がっています。
余白のあるまちだからこそ、チャレンジしやすい環境があり、20代で起業する若者も増えています。
▼起業型地域おこし協力隊「Next commons Lab 南相馬」
https://owb.jp/service/nextcommonslab/
東北の中でも雪が降らず温暖な気候で過ごしやすい地域の南相馬に、是非一度いらしてみてください！



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 ２泊３日

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信

○ ④　商品開発・販売

○ ⑤　地域コミュニティ活動 中之条町からのメッセージ

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル

⑪　教育・文化 問い合わせ先

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
○ ①　移住・定住促進 ２泊３日
○ ②　不動産利活用 実施時期
○ ③　観光・情報発信 第１回：令和６年８月頃・第２回：令和７年２月頃　を予定

④　商品開発・販売 香取市からのメッセージ
○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業
○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

募集プログラムの種類

千葉県 香取市

関係人口・移住定住・地域おこし協力隊候補者の獲得を目的と
し、中之条町内で２泊３日の「おためし地域おこし協力隊」を実
施する。参加者は、地域住民や地域事業者、現役地域おこし協力
隊との交流を通して地域の魅力や課題について学び、地域の魅力
や課題に関して発表を行う。

募集プログラムの種類

群馬県 中之条町

香取市 企画政策課
電　話：0478-50-1206
メール：seisaku@city.katori.lg.jp
ホームページ：https://www.city.katori.lg.jp/government/plan_policy/tiikiokosi/otameshi_chiiki.html

※プログラム例
【1日目】
　・オリエンテーション
　・地域おこし協力隊活動紹介
　・夕食（意見交換会）
【2日目】
　・協力隊隊員体験活動
　・地域交流活動
　・香取市産食材を活用した夕食づくり
【3日目】
　・プレゼンテーションまたはワークショップ　等

地域おこし協力隊の活動や、香取市への移住に関心のある方、地域協力活動に興味がある方を対
象に、おためし地域おこし協力隊を開催しています。活動体験や、市内で活動する団体・個人と
の交流などを通じて、香取市で生活するイメージを持っていただけるようなプログラムとなって
おり、おためし地域おこし協力隊参加経験者の本隊員への募集も増えています。この機会に一緒
に香取市のことについて考えてみませんか？
※事前にお問い合わせいただければ、募集開始時にメール等で通知させていただきます。

①令和６年８月中旬～下旬　②令和７年２月中旬～下旬
※募集は実施時期の１～２ヶ月前頃から開始予定です。
※予算等の状況によって変更となる可能性があります。

中之条町 企画政策課 企画調整係
電　話：0279-75-8837　メール：ki_chousei@town.nakanojo.gunma.jp

中之条町では地域力を維持・強化する担い手の確保が重要な課題となっており，新たな担
い手となる地域おこし協力隊等の多様な人材を積極的に育成し，連携・協働することで地
域を活性化し，移住・定住の促進を図っています。
令和４年度から本町においてはおためし地域おこし協力隊の受け入れを開始し、これによ
り、まずは本町の地域の状況、生活を具体的にイメージしていただき、ご自身の地域での
キャリアを考える機会としていただければと考えています。



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
①　移住・定住促進 ２泊３日～１週間
②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 随時
④　商品開発・販売 十日町市からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動
⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業
⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
①　移住・定住促進 ２泊３日～２週間未満

○ ②　不動産利活用 実施時期
③　観光・情報発信 令和５年７月１日～随時募集（予算が上限に達した時点で募集終了）
④　商品開発・販売 湯沢町からのメッセージ
⑤　地域コミュニティ活動
⑥　漁業・水産業
⑦　農業・林業
⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル
⑪　教育・文化 問い合わせ先
⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

新潟県

募集プログラムの種類

湯沢町 企画産業観光部 企画観光課　（担当：本田）
電話番号：025-784-4850

湯沢町は新潟県の南端にあり、名峰の谷川岳とロックフェスティバルで有名な苗場山などに囲まれた自然が豊
かな温泉の町です。また都市部からのアクセス性の良さを合わせ持ち、新幹線を利用したアクセスでは、東京
駅から上越新幹線で約１時間30分、車では関越自動車道を利用して練馬ＩＣから約１時間50分で、気軽に訪
れて自然に触れることができる地域でもあります。
しかしながら湯沢町では人口の減少や少子高齢化の影響により、地域資源の保全や住民生活の維持など集落機
能の弱体化が懸念されています。
そこで、湯沢町への移住者を増やすため、一定の期間、湯沢町に宿泊しながら地域協力活動を体験し、受入地
域とのマッチングを図る「湯沢町おためし地域おこし協力隊」の隊員を募集します。

新潟県 湯沢町

【プログラムＡ】
湯沢町内にある空き家を宿泊施設に利活用するための調査や、宿
泊施設などの事業承継希望者の調査を体験したり、実際に宿泊業
の就業体験をしてもらいます。

【プログラムＢ】
おためし協力隊希望者の「やりたい」をヒアリングした上で、湯
沢町内の課題や資源を持っている方とマッチングし、その内容に
あったプログラムを体験してもらいます。

募集プログラムの種類

十日町市

【里山ぐらしを通じて暮らし方を見つけよう】
十日町市の協力隊は里山に住み、地域住民とともに活動を行って
います。
おためし協力隊は里山のリアルな‟暮らし”を知ってもらうことを
目的に、市内の隊員募集地域で、希望者と地域のニーズに基づ
き、内容を決めます。
プログラムの例は下記のとおりです。
・中山間地の農村維持の為の様々な共同作業
・お祭りなど地域行事の手伝い
・地域の方々とのコミュニケーション

※おためし実施後、インターンも受け付けています。

日本有数の豪雪地帯、新潟県十日町市は里山の暮らしが生み出した棚田の景観など、どこか懐か
しさを感じられる地域です。また、世界最大級の国際芸術祭である「大地の芸術祭」の開催地で
もあります。
協力隊活動を通じて、十日町市に住む人々の心とふれあい、生活文化を体験してください。でき
ないことを否定する社会ではなく、転んでも起き上がれる社会で活動してみませんか。

一般社団法人里山プロジェクト
https://www.satoyamapj-tokamachi.com/
satoyama.project6@gmail.com



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２泊３日

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 ８月～９月の間の３日間（参加者と相談）※令和６年度実施分

④　商品開発・販売 麻績村からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
○ ①　移住・定住促進 ２泊３日程度

②　不動産利活用 実施時期
○ ③　観光・情報発信 令和６年２月１日～令和６年３月31日
○ ④　商品開発・販売 那智勝浦町からのメッセージ
○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業
○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

那智勝浦町色川地区や太田地区は地域の方々との対話を大切にし、コミュニケーションを取る機会が多くあります。
色川地区は、約50年前から移住者の受入れを行っており地区人口の半数以上が移住者で構成されています。
太田地区は、イベント運営、福祉の仕事、施設の改修工事、交流センターの運営、農業の手伝いなどと、幅広く活動
しています。
田園風景が広がり美しい川が流れていて、夜になると、無数の星を観察することが出来ます。
山・海・川と自然を満喫することも楽しみの一つです。
地域のこれまでを学び、地域の方々と共に、歴史や文化を繋いでいきませんか？

那智勝浦町 観光企画課
電　話：0735-29-2007
メール：kikaku06@town.nachikatsuura.lg.jp

募集プログラムの種類

募集プログラムの種類

長野県 麻績村

１日目：オリエンテーション・村内案内・農業体験もしくは伝
　　　　統工芸
２日目：農業体験もしくは伝統工芸
３日目：農業体験もしくは伝統工芸・移住者とのディスカッ
　　　　ション

和歌山県 那智勝浦町

●町内の色川地区では、地域の概要説明、協力隊の業務説明、地
域見学などを初期部分において実施する。期間を通じては実際の
協力隊業務に従事していただきながら「地域を知る」活動に触れ
て頂く。また地域住民や地域役員との交流もプログラムに組み込
んでいる。最大３ヶ月の期間の中で、色川地区での協力隊活動の
あり方を感じて頂くとともに、地域の課題や想いに触れて頂くこ
とを主旨としている。そのことにより、双方にとって有意義なイ
ンターン期間となる事をプログラムの目的とする。
具体的業務・地域新聞の作成・伝統行事のサポート・聞き取り活
動・住民活動の支援など
●町内の太田地区では、廃校利用施設「交流センター太田の郷」
にて、様々なプログラムを実施する。
例：イベント開催、農業のお手伝い、施設運営、改修工事、福祉
など

地域おこし協力隊の先輩やOB/OG隊員から、活動にかかるお話や実際に移住してみての
「生の声」が聴ける貴重な機会。
実習は先輩協力隊員と行う除草や果樹栽培等の農作業や草木染や織物などの伝統工芸体験
を通じ、移住者の考え方、小さな行政の課題などを隊員とディスカッション。
　また、OB隊員が経営するゲストハウスや村が所有する移住体験用住宅での宿泊が可能
で、実際に「田舎暮らし」の体験もできます。

麻績村 村づくり推進課
電　話：0263-67-4851
メール：muradukuri@vill.omi.nagano.jp



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
①　移住・定住促進 ２泊３日
②　不動産利活用 実施時期
③　観光・情報発信 令和６年５月～令和７年３月
④　商品開発・販売 境港市からのメッセージ
⑤　地域コミュニティ活動
⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業
⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

　　

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
①　移住・定住促進 ２泊３日
②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 令和６年３月～令和７年３月の任意の３日間
○ ④　商品開発・販売 愛南町からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動
○ ⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業
○ ⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

江戸時代から栽培されてきた伝統的地域資源である「伯州綿」。
一度衰退したものの2008年に境港市農業公社が復活を目指し、栽培を始めました。
農薬や化学肥料を使用せず、地域おこし協力隊を中心に、栽培サポーターとともに栽培しており、収
穫した綿は糸にして、タオル、ハンカチ、手ぬぐい、ひざ掛け、おくるみなどを作製しています。
伝統的地域資源である「伯州綿」を広めるために、地域おこし協力隊として働いてみませんか。

境港市 産業部 農政課
電　話：0859-47-1049
メール：nosei@city.sakaiminato.lg.jp

募集プログラムの種類

愛媛県
愛南町
その１

・町内の海洋資源開発センター(アコヤ貝研究施設)や愛媛大学南
予水産研究センター(魚類等)等の見学
・町内の西海地域におけるウニッコリー(ガンガゼウニ)畜養、加
工事業の支援の実施(季節条件あり)
・町職員の魚類防疫士(フィッシュドクター)に魚病診断体験の実
施
・町内の小学校や中学校でのぎょしょく授業の支援を実施
　※ぎょしょく授業…魚を触る体験や養殖場の見学のほか調理実
習等(実施があれば)
・そのほか町内観光施設、スポットを紹介

ぎょしょく教育の発祥の地である愛南町は、養殖業を始め水産業が盛んな町です。そんな
本町は昨今の魚離れに対抗するべく「ぎょしょく」の普及を推進しています。また、海の
生態系を破壊するガンガゼウニを畜養し町の特産品を与えて育てたサステナブルな「ウ
ニッコリー」のブランド化など行っています。
ぎょしょく事業やウニッコリー事業をお手伝いしてくれる人を募集します。
自ら収穫したウニッコリー、食べてみたくないですか？

愛南町 水産課 海業推進室
電　話：0895-72-7312
メール：suisan@town.ainan.ehime.jp

募集プログラムの種類

鳥取県 境港市

年間スケジュール
５月：種まき
６月：間引き
７月：摘心
９月～１２月：収穫
１月～３月：綿繰り（種と綿を分ける）作業、枝抜き作業
※適宜水やり、草刈作業

１日目　　　オリエンテーション、市内案内、交流会
２、３日目　現役隊員、栽培サポーター（市民ボランティア）等
　　　　　　と交流、実地体験、伝統工芸品である弓浜絣見学
　　　　　　など



　　

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
①　移住・定住促進 ２泊３日
②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 ４月～３月　※地域おこし協力隊の採用又は予算の上限に達し次第終了
④　商品開発・販売 愛南町からのメッセージ
⑤　地域コミュニティ活動
⑥　漁業・水産業
⑦　農業・林業
⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

　　

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
○ ①　移住・定住促進 ２泊３日

②　不動産利活用 実施時期
③　観光・情報発信 ４月～３月　※地域おこし協力隊の採用又は予算の上限に達し次第終了
④　商品開発・販売 愛南町からのメッセージ
⑤　地域コミュニティ活動
⑥　漁業・水産業
⑦　農業・林業
⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ
⑬　フリーミッション

募集プログラムの種類

愛媛県
愛南町
その２

・地域おこし協力隊の現役隊員の活動見学。
・地域おこし協力隊のＯＢ・ＯＧとの面会。
・その他参加者の要望を踏まえプログラムを作成。

あなたが知らなかった町をみんなが知ってる町にしてみませんか？
愛南町の地域おこし協力隊として活動してみたいけど、活動や暮らしのイメージが湧かない、知らな
い町だから不安という方に「おためし地域おこし協力隊」を実施しております。
リモート等で相談可能ですので、お気軽にお問い合わせください。
愛南町公式ＨＰ、移住スカウトサービス『ＳＭＯＵＴ』にも募集要件等を掲載しております。

愛南町 商工観光課
電　話：0895-72-7315
メール：shokokanko@town.ainan.ehime.jp

募集プログラムの種類

愛媛県
愛南町
その３

・地域おこし協力隊の現役隊員の活動見学。
・地域おこし協力隊のＯＢ・ＯＧとの面会。
・その他参加者の要望を踏まえプログラムを作成。

愛南町の良さを見つけて移住定住に携わりませんか。
愛南町の日々の暮らしの知っていただくために、「おためし地域おこし協力隊」を実施し
ております。
リモート等で相談可能ですので、お気軽にお問い合わせください。
愛南町公式ＨＰにも募集要件等を掲載しております。

愛南町 企画財政課
電　話：0895-72-7317
メール：kikakuzaisei@town.ainan.ehime.jp



　　

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間
①　移住・定住促進 ２泊３日
②　不動産利活用 実施時期
③　観光・情報発信 令和６年４月１日～令和７年３月31日の任意の３日間
④　商品開発・販売 出水市からのメッセージ
⑤　地域コミュニティ活動
⑥　漁業・水産業
⑦　農業・林業
⑧　環境保全・自然保護
⑨　医療・保健
⑩　デジタル 問い合わせ先
⑪　教育・文化
⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

現在、本市では地域おこし協力隊員の募集を行っております。応募を検討している方で、
出水市の情報をもっと知りたい、実際に出水市を訪れて活動ビジョンの形成に役立てたい
と考えている方は、ぜひ気軽に御相談ください。

出水市 政策経営部 くらし安心課 地域政策係
電　話：0996-63-4036
メール：kurashi_c@city.izumi.kagoshima.jp

募集プログラムの種類

鹿児島県 出水市
・ミッション内容に応じた、本市の施設案内や体験
・本市地域おこし協力隊員の活動見学や隊員との交流
・本市の協力隊募集の趣旨や制度に関する説明　など


	おためし

